
1 名 称

2 目 的

3 主 催 一般社団法人関東サッカー協会 一般財団法人関東大学サッカー連盟

4 主 管 公益財団法人 埼玉県サッカー協会　　　　　　　　埼玉県大学サッカー連盟　　

5 日 程

6 試 合 会 場

7 参 加 資 格

（１）

（２）

8 参加チームの選出（１）

9 参 加 申 込（１）

（２）

（３）参加申し込み後の追加登録は別紙のとおり定める。

（４）

10 試合の組み合わせ 組み合わせは代表者会議において公開する。

11 試 合 方 法（１）

（２）

（３）

12 勝利チームの権利と義務

13 ユ ニ フ ォ ー ム（１）

（２）

＜ 注 意 ＞

本大会代表チームは「アミノバイタル®」カップ2018　第7回関東大学サッカートーナメント大会決勝戦の動員協力をすること。

競技規則は現行の(公財)日本サッカー協会制定の「サッカー競技規則」に従う。交代に関しては、競技開始前に登録した最大9名の交代

要員の中から計5名までの交代が認められる。尚、メンバー表提出後に選手が怪我等の特別な事由に限り、下記の通り入れ替えを認める。

① 先発選手の場合、控え選手を先発選手に変更し、新たな選手として補充することができる。② 当該先発予定選手を控え選手に変更す

ることはできないが、ゴールキーパーは例外として認める。③ 控え選手の場合、新たな選手を補充できる。

試合時間は前半45分、後半45分、計90分とする。90分を終了して勝敗が決しない時は10分ハーフの延長戦を行う。それでも決しない場

合はペナルティーキック方式により勝敗を決定する。また、後半開始時刻は試合開始60分後とする。但し、前半ロスタイムが5分以上の場

合、その超過分だけ後半開始時間を遅らせる。

本大会は懲罰規定上の同一競技会とし、本大会での退場、退席による未消化の出場停止処分は「アミノバイタル®」カップ2018 第7回関

東大学サッカートーナメント大会（プレーオフ含む）にて消化する。また「アミノバイタル®」カップ2018 第7回関東大学サッカートーナメント大

会後の処置については、（一財）関東大学サッカー連盟・規律フェアプレー部会および埼玉県大学サッカー連盟・規律フェアプレー部会にお

いて決定する。

参加申込み期日は厳守するものとし、故なく遅延した場合は、大会参加を停止することもあり得るので、事前の連絡を密にすること。

各チームは、本大会に登録した色彩(正･副2組)および同一の背番号を付したユニフォームを使用しなければならない。

「アミノバイタル®」カップ2018　第7回関東大学サッカートーナメント大会

兼総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント埼玉県大会　開催要項

埼玉県大学サッカー連盟所属チームの競技力の向上と普及に努めると共に加盟チーム相互の親睦共励を目的とする 目的とする｡

平成30年度関東大学サッカー選手権に出場する3チームの選出。

「アミノバイタル®」カップ2018　第7回関東大学サッカートーナメント大会　兼総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント埼玉県大会

本大会の勝利チームは、「アミノバイタル®」カップ2018 第7回関東大学サッカートーナメント大会プレーオフに出場する権利と義務を有する。

（公財）日本サッカー協会が定めるユニフォーム規定に準ずる。

（一財）関東大学サッカー連盟　加盟条件　第１条第５項に関する条件を満たすこと。

全ての加盟大学が参加できる予選を行い、代表チームを決定する。

参加申し込み選手は30名以内とする。（背番号は1番から30番で必ず連番で登録する。※但し、GKはこの限りではない。）

平成30年4月8日（日）～5月3日（木・祝）

埼玉スタジアム2002第３グラウンド、埼玉県大学サッカー連盟所属大学グラウンド

参加申し込みと指定日までに参加費　￥25,000-を支払う。

本大会への参加資格を有するチーム及び選手は、当該年度、(公財)日本サッカー協会、（一財）全日本大学サッカー連盟及び(一財)関

東大学サッカー連盟に登録されている、次（１）及び（２）の条件を満たす単独大学の学生で構成されたチーム並びに当該各大学所属

の選手に限る。

インディペンデンスリーグ関東との二重登録を認める。

チームを構成する選手の中に外国籍を有する選手を含む場合は、試合エントリー･常時出場ともに５名以内とする。

（公益財団法人日本サッカー協会が定める準加盟チームはこの限りではない。）


